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はじめに 

木津川市は、関西文化学術研究都市の一翼を担う都市として、最

先端の科学技術を誇る研究施設や企業が立地するとともに、府内で

は京都市に次ぐ数の国指定有形文化財を有し、木津川に代表される

豊かな自然が息づいています。この恵まれた自然・歴史・文化の調

和のある都市形成の促進と合わせ、個性豊かで活力に満ちた、夢の

ある地域社会を目指し、まちづくりを進めてきました。 

 このような中、学研木津北・東地区は、国の閣議決定に基づき独

立法人都市再生機構（現ＵＲ都市機構）によるニュータウン開発事

業が中止されたことを受け、今後の土地利用方針を明らかにする「学研木津北・東地区土

地利用計画」を平成 24年 2月に策定いたしました。 

 本計画に定める学研木津北地区における「里山の維持再生ゾーン」は、多数の人口を抱

える関西文化学術研究都市にありながら、オオタカやカスミサンショウウオ等の希少な生

物に代表される里地里山の自然が多く残されており、人々の生活に不可欠な自然からの恵

みを自立的に供給することができる貴重な地域であります。この里地里山の自然は、これ

まで人間が里地里山を利用することで、動植物等の生態系保全等が図られてきました。し

かしながら、近年、生活スタイルが変わったことで、人間が里地里山を利用しなくなり、

十分な管理をおこなわなくなったことで、土砂災害や生態系の破壊など、環境が劣化する

ことが判明してきました。  

 豊かな里地里山の自然等を次世代に引き継ぐとともに、持続可能な利用を推進するため

に、人間が里地里山に関与し、適切な管理をおこなうことを目的とし、生物多様性木津川

市地域連携保全活動計画を策定いたしました。本計画は、里山の維持再生ゾーンを指定区

域とし、里地里山の維持再生や生態系の保護、そして地元地域である鹿背山の歴史文化の

保全等を、多様な主体が協働し実行する計画です。 

 市民や地権者の皆様におかれましては、この計画の推進にご理解とご協力をお願い申し

上げますとともに、計画の策定にあたりご尽力をいただきました木津川市地域連携保全活

動協議会の委員の皆様をはじめ、パブリックコメントなどで貴重なご意見をお寄せいただ

いた多くの皆様、そして関係機関各位に心から感謝を申し上げます。 

                    木津川市長 河井 規子  

 



           

  

計画の検討にあたって 

木津の鹿背山の里が学研地区の都市開発の流れの中で歩んできた

道は、日本の縮図の一端でもあります。まだ右肩上がりの経済の余

韻が残っているころ、種の保存法に指定されたオオタカの営巣が開

発予定地に確認され、1995年に私の恩師である四手井綱英先生をは

じめとする検討委員会が、保全整備計画をとりまとめました。しか

し事態は進まず、その後何回も自然環境と調和した開発が模索され

てきましたが、「里」を守っているはずの北地区からオオタカが消

え、森林伐採を始めた中央地区に新たに営巣するというその後の事

態は、「里」の豊かな生物多様性が人々の働きかけなしに成立しな

い、という厳然たる事実をまざまざと見せつけるものでもありました。 

 私が参加したこの間の種々の検討会で主張してきたのは、学研都市開発が「里」の生物

多様性に大きな負荷をかけてきたのだから、この木津北地区は学研都市にありながら「里」

の自然を担保する場所として位置付けることが適切ではないか、ということです。いわゆ

る学研都市開発全体としての自然環境保全措置、ミティゲーションです。そして時代がい

よいよ大規模宅地開発を中止するという選択を強いた今、やっとそうした思いが実質的に

現実化される条件ができたと考えられます。幸い、私も基本的事項の検討に参加した「生

物多様性地域連携促進法」に基づく協議会には、地域で活動されている団体のご参加も得

ることができ、我が国で最初の保全活動計画を策定する地域として位置付けられ、今回、

当面の本計画をとりまとめました。 

 しかし、「里」が都市化によって劣化する時代が終わった今、利用しないことによる生

物多様性の劣化が主要課題であることは、オオタカをめぐる騒動で明らかです。この課題

に対しては、いくら元気があってもボランティアだけの力では全域の維持管理はもちろん、

オオタカの生息環境も守れません。ボランティアでは全国で管理の必要な里山の 0.03%し

か対応できないという試算もあります。そこで、本計画では、団体の活動を担保すること

のみならず、UR 都市機構や市の基盤的な役割、里山資源の新たな利用開発や企業参加へ

の期待、クリーンセンター建設を地域連携の推進に役立てることなども記述しています。 

 こうした計画の策定も終わろうとしているとき、ナラ枯れの発生という情報を入手しま

した。この問題は、本質的には里山が老齢過熟薪炭林ばかりになってしまったことが背景

にあります。大径木ばかりの「高林」しかない異常さに根本の原因があります。里の自然、

生物多様性は「切って守る」「使って守る」「食べて守る」ことが基本です。今や絶滅危

惧群落となってしまった「低林」（皆伐周期が 7－10年）の経営が必要なのです。それが、

きのこや古代米の田んぼや山菜、多様な自然の恵みを市民で共有する鍵になるかと思うと

ころです。自然共生型の新たな文化を歴史ある鹿背山から発信できればと願っています。 

 
木津川市地域連携保全活動協議会 会長 森本 幸裕  
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【サブタイトル（愛称）】 

｢みもろ（御諸・三諸)｣は、尊い所や神が居る所、神の降臨する場所の意。｢つく｣は、築くの意。 

｢みもろつく｣は、｢鹿背山(かせやま)｣にかかる枕詞として用いられているように、地域住民は、 

｢鹿背山｣に特別な思い（神宿る場所）を持たれていることから、｢みもろつく鹿背山再生プラン｣ 

としています。  

『みもろつく 鹿背山のまに 咲く花の 色めづらしき ／ 

                   田辺福麻呂（たなべのさきまろ）万葉集 巻 6―1059』 
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１  国内外の動向  

１-１ 生物多様性とは 

地球上の生物は、約 40 億年にも及ぶ進化の過程で様々に分化し、生息環境に応じてあ

る生物種は進化・生き残り、ある生物種は死滅する等、複雑な相互関係の下、現在に至っ

ています。地球上のこのような複雑で多様性のある状況を一括りにして「生物多様性」と

呼んでいます。 

 また、生物多様性は、生物間の食物連鎖や生態系の中の「つながり」と、同一種であっ

ても個体それぞれが少しずつ違うことやそれぞれの地域の文化と結びついて地域に固有の

風土を形成している「個性」のことであり、様々な恵みを通して｢いのち｣と私たちの「暮

らし」を支えています。 

 生物多様性条約では、生物多様性を全ての生物間の変異性と定義し、｢生態系の多様性｣

「種の多様性」「遺伝子の多様性」の３つのレベルの多様性があるとしています。 

 

１-２ 生物多様性を取り巻く動向 

表１に示すとおり国連環境計画の会合（平成４年（1992 年）にケニア・ナイロビで開

催）において、「生物多様性条約」が採択され、ストックホルム条約第 6 回締約国会議[Ｃ

ＯＰ６]（平成 14 年（2002 年）にオランダ・バーグで開催）では、「現在の生物多様性

の損失速度を平成 22 年（2010 年）までに顕著に減少させる」という「2010 年目標」

が設定されました。生物多様性条約第 10 回締約国会議[ＣＯＰ10]（平成 22 年（2010

年）に愛知県名古屋市で開催）における本会議では、長期目標、短期目標及び個別目標で

構成する「愛知目標（愛知ターゲット）（2011-2020）」や、遺伝子資源へのアクセス

と利益配分（ＡＢＳ）等が盛り込まれた名古屋議定書のほか、二次的な自然環境における

生物多様性の保全と、その持続可能な利用の両立を目指す「ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアテ

ィブ」が議決されました。 

 わが国では、平成 5 年（1993 年）に「生物多様性条約」を締結し、これを受けて、 

平成７年（1995 年）に「生物多様性国家戦略」が策定されました。以後、４回の改定

をおこない、平成 24 年（2012 年）に、「生物多様性国家戦略 2012‐2020」が策

定されました。 
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時期 国際的な動向 国内の動向 

1992年 

(平成 4年) 

・国連環境計画が生物多様性条約を採択 

・地球サミットで生物多様性の署名開始 

 

1993年 

(平成 5年) 

 ・生物多様性条約を締  

 結 

1995年 

(平成 7年) 

 ・生物多様性国家戦略

を策定 

2002年 

(平成 14年) 

・ＣＯＰ6で生物多様性条約戦略計画を採択 

・2010年目標を設定 

・新・生物多様性国家

戦略を策定 

2005年 

(平成 17年) 

・国連環境計画がミレニアム生態系評価を公表  

2007年 

(平成 19年) 

 ・第三次生物多様性国

家戦略を策定 

2008年 

(平成 20年) 

 ・生物多様性基本法を

制定 

2010年 

(平成 22年) 

・国連環境計画で 2011-2020年を国連生物多様性年と

する決議を採択 

・ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ国際パートナーシ

ップ(ＩＰＳＩ)が発足 

・生物多様性国家戦略

2010を策定 

・生物多様性地域連携

促進法の公布 

2012年 

(平成 24年) 

・生物多様性と生態系サービスに関する政府間科学政

策プラットフォーム(ＩＰＢＥＳ)を設立 

・生物多様性国家戦略

2012-2020を策定 

2013年 

(平成 25年) 

・ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ国際パートナーシ

ップ第 4回定例会合（ＩＰＳＩ-4）の開催 

 

 

１-３ 生物多様性基本法 

生物多様性基本法（平成 20 年（2008 年）制定）は、制定の目的を「生物多様性の

保全及び持続可能な利用に関する施策を計画的に推進し、もって豊かな生物の多様性を保

全し、その恵沢を将来にわたって享受できる自然と共生する社会の実現を図り、あわせて

地球環境の保全に寄与すること（法第 1 条）」とし、生きものが持つ「個性」と「つな

がり」がもたらす恵みを将来にわたり、上手に利用していくために、野生生物とその生育

環境及び生態系のつながりも含めて保全する包括的な法律です。 

 同法では、生物多様性の保全及び持続可能な利用について、次の５つの「基本原則」を

示しています。 

表 1 生物多様性に関連する世界と日本の動向 
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(1)野生生物の種の保存等を図るとともに多様な自然環境を保全する。 

  (2)国土及び自然資源を持続可能な方法で利用する。 

  (3)予防的かつ順応的取組方法により対応する。 

  (4)長期的な観点から保全と再生に努める。 

  (5)地球温暖化防止に資するとの認識の下におこなう。 

 

１-４ 地域連携保全活動計画 

生物多様性基本法を受け、平成 22 年（2010 年）に「地域における多様な主体の連

携による生物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律」（生物多様性地域連携

促進法 枠組み：図１）が制定され、平成 23 年（2011 年）に施行されました。 

 本法は、地域における多様な主体が連携しておこなう生物多様性保全活動を促進するこ

とによって、豊かな生物多様性を保全することを目的としています。 

 なお、本計画は、本法に基づく「地域連携保全活動計画」を策定するものです。 

 

図 1 地域連携保全活動の促進の枠組み（概要）  出典：生物多様性国家戦略 2012-2020 

基本原則 
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２  木津川市の概況  

２-１ 地勢 

木津川市は、図２に示すとおり近畿のほぼ中央、京都府南部の山城地域に位置し、北は

井手町、北東は和束町、東は笠置町、西は精華町、南は奈良県奈良市に接し、京都・大阪

の中心から約 30 ㎞の圏内にある面積 85.12㎢のまちです。 

 市の北東側と南東側には、山地が広がり、その間をぬって、木津川が中心部を東から西

に、そして西端部を大きくカーブし、北へ向かって流れており、木津川に沿った地域に平

野部が広がっています。 

 主な土地利用の現況（平成 24 年度版京都府市町村のあらまし）は、森林が 32.14㎢  

で最も多く、耕地が 15.9㎢、宅地が 8.69 ㎢となっています。 

 

 

 

 

 

 

図 2 木津川市位置及び市域図 

木津川 
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２-２ 人口 

全国的に人口減少が懸念される中、木津川市の人口は、平成 12 年（国勢調査）  

58,809 人、平成 17 年（国勢調査）63,649 人、平成 22 年（国勢調査）69,761 人 

と増加傾向にあります。 

 これは、最先端の関西文化学術研究都市（以下、「学研都市」という。）機能と自然・

歴史・文化等の融合により、さらに魅力ある学研都市の中核都市として活力あるまちづく

りを積極的に進めることによるもので、第１次木津川市総合計画では、平成 30 年度の人

口目標を「８万人」と定め、将来的には「10 万人都市」の構築を目指すとしています。 

 

２-３ 学研都市 

学研都市は、京都府、大阪府、奈良県の 3 府県（５市３町）にまたがる京阪奈丘陵 

に、文化学術研究機関、文化学術研究交流施設、公共施設、公益的施設、住宅施設、その

他の施設を一体的に整備するとともに、魅力ある居住環境、都市環境の創造を目指してお

り、国家プロジェクトとして位置づけられています。 

 木津川市には、精華・西木津地区、平城・相楽地区及び木津地区といった中核地として

のクラスターがあり、国内でも有数の研究機関をはじめ、文化施設や学術施設等、多彩な

施設が進出しています。 

 

２-４ 学研木津北・東地区 

クラスターのひとつである学研木津地区は、中央、北、東及び南の４つの地区に分けら

れ、順次ニュータウン事業等の開発が進められる予定でした。 

 しかしながら、学研木津北・東地区は、事業を取り巻く社会経済状況等の変化や当時の

都市基盤整備公団（現 UR 都市機構）に対する今後のあり方についての議論があり、隣接

する学研木津中央及び学研木津南地区に今後供給予定の宅地が相当量あること、また、同

地区は交通条件が厳しいことから、平成 15 年国土交通省通知により、同公団による事業

中止が決定されました。 

 さらに、平成 22 年には独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針が閣議決定され

ました。その中には、ＵＲ都市機構について平成 25 年度末までに事業を完了させること

が発表されました。 

 このような中、同地区の位置付けや特性・地域資源・取り巻く状況等の整理に基づく課

題等を踏まえ、今後のまちづくりに向けた視点から、同地区の土地利用の検討・協議を進

めるため、平成 23 年２月に木津川市学研木津北・東地区土地利用検討委員会を設置し、

平成 24 年２月に木津川市学研木津北・東地区土地利用計画（以下、「土地利用計画」と

いう。）を策定しました。 
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２-５ 木津川市学研木津北・東地区土地利用計画 

木津川市学研木津北・東地区土地利用計画（以下、「土地利用計画」という。）におけ

る学研木津北地区の土地利用は、自然、社会(歴史・文化・産業)、生活、まちの４つの側

面から基本方針等（表２）を設定しています。  

 木津北地区は、立地特性及び市民団体等による積極的な里地里山保全活動がおこなわれ

ていること、そして、近年の里地里山を取り巻く状況（生物多様性地域連携促進法や企業

による不適切利用・買収の発生等）から、都市的な開発をおこなわず、里地里山の維持再

生を図り、都市と自然とが共生するエリアとして位置づけることが示されています。 

 また、歴史・文化の継承、エネルギー回収推進施設や環境調和型研究開発施設との相互

連携、環境学習や研究フィールドとしての活用など、持続可能な都市の実現に向けた取組

みを実践するエリアとしても位置づけることとしています。 

 

テーマ 基本方針 機  能 

①自然 

自然環境の保全・活用

によるまちづくり 

多様な主体と連携し、自然環境

を保全するとともに、自然が持

つ多様な機能を享受する。 

・里地里山の保全 

・田園環境の保全・活用 

・生物多様性の回復・向上 

②社会 

(歴史・文化・産業) 

歴史・文化・観光を活

かしたまちづくり 

より豊かな生活の実現に向け

て、地域資源を活かしたサービ

スを創出する。 

・歴史・文化に関わる機能の強化 

・国際化に関わる機能の強化 

・教育・学習機会の創出 

・産学官連携・ネットワークの強化 

③生活 

農ある暮らしを実現す

るまちづくり 

「農」を通じた多様な社会参加

の機会の創出や、食による生活

の質の向上を図る。 

・食育の推進 

・産学官連携・ネットワークの強化 

・農業と調和した生活環境の創出 

・社会参加の機会の創出 

④まち 

未利用・再生可能エネ

ルギーを活かした低炭

素社会のまちづくり 

地区全体としての環境負荷低減

を図ることで、低炭素社会の実

現を目指す。 

・環境調和型研究開発施設の立地促進  

・未利用・再生可能エネルギーの利  

 活用 

・資源リサイクルの推進 

・持続可能社会のための科学の実践 
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３  木津川市総合計画等  

３-１ 木津川市総合計画 

第 1 次木津川市総合計画（平成 21 年３月策定）では、「水・緑・歴史が薫る文化創  

造都市 ～ひとが耀きともに創る 豊かな未来～」を将来像としています。 

 また、まちづくりの基本方針として、個性を活かした魅力ある地域文化の創造、連携を

強め地域を支えるネットワークの創造、環境と調和した持続可能なまちの創造等を定めて

おり、まちづくりの重点戦略として、関西文化学術研究都市まるごと活用戦略、木津川市

文化創造戦略、環境保全・地球市民育成戦略等としています。 

 

３-２ 木津川市環境基本計画 

木津川市環境基本計画（平成 25 年 2 月策定）では、「人と環境が共生するまち 木  

津川市 ～環境と調和した持続可能な街の創造をめざして～」を本市の目指すべき環境像

（メインテーマ）としています。 

 また、サブテーマとして、自然環境においては「木津川の悠久の流れがきらめくまち」

等としており、木津川や里地里山の保全・継承とそこに生息する動植物の生態系の保護を

目的とし、景観保全や自然保護活動への積極的な取組みを示しています。 

 

３－３ 木津川市緑の基本計画 

 木津川市緑の基本計画（平成 26 年３月策定予定）では、「人が輝き、ともに創り、育

て、活かす 豊かな緑につつまれた交流のまち」を緑の将来像としています。 

 また、緑の将来像を実現するため、まちの緑を「創る」「育てる」「活かす」を基本方

針として設定し、この３つの基本方針に沿って施策の展開を図っていきます。 

 特に、学研木津北地区については、本市の中央に位置し、豊かな緑を有する地区であ 

り、交流エリアとしての活用も期待できることから、緑の重点的地区として検討すること

としています。 
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１  計画区域の設定  

 計画区域は、土地利用計画に定める学研木津北地区内の「里山の維持再生ゾーン」（図

３）に設定しました。 

 その大きな理由は、UR 都市機構による事業中止が決定されたこと、豊かな文化や自然 

環境があり、それらを保全しようと市内外から多くの方々が活動されている現状を踏まえ

たものです。 

 計画区域は、本市のほぼ中央で、ＪＲ木津駅から北東約２㎞に位置し、木津川や集落、

ニュータウン、森林及び耕作地等が隣接し、多様な環境の接点となっていることから、誰

もが里地里山の文化や自然環境を楽しみ、保全活動に参加しやすい場所と言えます。 

 

 

 

 

 

図 3 計画区域の位置図 出典：土地利用計画 

環境調和型研究開発ゾーン 

里山の維持再生ゾーン 

計画区域：面積約 140ha 
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２  計画区域の概要  

２-１ 自然環境 

①地形・地質 

計画区域の地形の特徴は、図４に示すとおり東側部分が鹿背山地区の尾根筋となってい

ます。北側部分は小さな尾根や谷が複雑に入り組む急峻な形状であり、南側部分は比較的

緩かな傾斜地で、農地等が棚田状に広がっています。 

 

北側部分の地質は、図５に示すとおり硬い岩盤（花崗岩）ですが、表層は風化し、部分

的に真砂土化しています。一方、南側部分の地質は、湧水湿地を形成しやすい大阪層群で

構成されています。 

 

 

出典：ＵＲ都市機構提供資料 図 4 計画区域地形

図 

図 5 計画区域地質

図 

出典：ＵＲ都市機構提供資料 
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②植物 

ア）植生 

平成 24 年における植生図を航空写真及び現地踏査（夏・秋）から、図６のとおり作成

しました。また、既存文献である平成５年（図７）及び平成 15 年（図８）の植生図と比

較しました。   

 その結果、計画区域の西側から中央部にかけて、モウソウチク林の広がりと、アカマツ

林内でコナラが成長する傾向にあり、アカマツ林が減少しています。このように、アカマ

ツの減少とコナラや常緑樹の成長によって、コバノミツバツツジやモチツツジ等、明るい

林の中で花を咲かせる樹木が目立たなくなっています。 

 さらに、近年ではナラ枯れ*と呼ばれる被害により、コナラやクヌギ等のブナ科樹木が

枯死しています。これは、里山林の樹木が利用されなくなり大木化したことが要因と考え

られています。 

図 6 平成 24 年度植生図 

第２章 計画区域の設定と概要 

ナラ枯れ*：カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌により、コナラ等が集団的に枯損する被害 
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図 7 平成 5年植生図 
図 8 平成 15年植生図 

出典：平成 20年度木津地区モニタリング調査報告書/平成 21年 11月、ＵＲ都市機構提供資料 

コバノミツバツツジ モチツツジ 
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イ）生育植物 

計画区域では、生育している植物が 103 科 381 種（表３）確認されました。 

（ただし、コケの仲間は除く。） 

 貴重種は、京都府のレッドデータブックに絶滅寸前種と記載されているムヨウラン、準

絶滅危惧種と記載されているミズユキノシタ、イチヤクソウ、ギンラン及びコクランの合

計 5 種を確認しました。 

表 3 植物種数 

分類 科 種 

シダ植物 15 39 

種子植物 

裸子植物 3 4 

被子植物 
双子葉植物 

離弁花類 46 154 

合弁花類 25 102 

単子葉植物 14 82 

合 計 103 381 

 

 

ギンラン 

コクラン 

ムヨウラン 
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③動物 

ア）哺乳類、爬虫類、両生類 

◆哺乳類 

 計画区域では、哺乳類が７種（表４）確認されました。平成 23 年冬から平成 24 年  

春にかけて、山道等を歩いて足跡、糞、鳴き声及び匂い等の生息の痕跡から確認されまし

た。その中には、農作物等に被害を与える外来種のアライグマの生息も確認されました。

また、イタチは発見しましたが、チョウセンイタチかニホンイタチか区別できませんでし

た。 

 

目名 科名 種名 環境省 RL 京都府 RED 

ウサギ ウサギ ニホンノウサギ   

ネ コ 

又は 

食 肉 

イヌ 
ホンドキツネ   

ホンドタヌキ   

アライグマ アライグマ  要注目種－外来種 

イタチ イタチの一種   

鯨偶蹄 
イノシシ イノシシ   

シカ ニホンジカ   

合 計 ６ ７   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 哺乳類（フィールドサイン） 

REDはレッドデータブック 

VU は絶滅危惧Ⅱ類、NT は準絶滅危惧 

ニホンジカ ニホンノウサギの糞 
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◆爬虫類 

計画区域では、カメやヘビ等の爬虫類が 12 種（表５）確認されました。調査時期は平

成 24 年初春から晩秋で、観察場所はカスミサンショウウオの生息地までの道端やカスミ

サンショウウオの生息地です。観察できた爬虫類の中で、ニホンイシガメが環境省の準絶

滅危惧種としてレッドリストに、クサガメが京都府のレッドデータブックに要注目種とし

て記載されています。その他に 7 種が京都府のレッドデータブックに要注目種として記

載されています。 

表 5 爬虫類 

目名 科名 種名 環境省 RL 京都府 RED 

カメ 
イシガメ 

クサガメ  要注目種 

イシガメ 準絶滅危惧種(NT)  

ヌマガメ ミシシッピアカミミガメ   

トカゲ 

ヤモリ ニホンヤモリ   

トカゲ ニホントカゲ  要注目種 

カナヘビ ニホンカナヘビ   

ナミヘビ 

シマヘビ  要注目種 

アオダイショウ  要注目種 

シロマダラ  要注目種 

ヒバカリ  要注目種 

ヤマカガシ  要注目種 

クサリヘビ マムシ  要注目種 

合 計 ７ 12   

 

 

 

RLはレッドリスト、REDはレッドデータブック 

左ニホンイシガメ 右クサガメ マムシ 
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◆両生類 

計画区域では、カエルやサンショウウオ等の両生類が 9 種（表６）確認されました。 

平成 24 年の初春から晩秋にかけてカスミサンショウウオの卵塊や幼生を観察し、周辺の

湿地も含め、その他の両生類を調査しました。観察できたのは、環境省レッドリストに絶

滅危惧Ⅱ類に記載されているカスミサンショウウオ、準絶滅危惧種に記載されているイモ

リとトノサマガエルでした。京都府のレッドデータブックでは、絶滅寸前種がカスミサン

ショウウオ、要注目種がイモリ、ニホンアカガエル、トノサマガエル、ヌマガエル、シュ

レーゲルアオガエル及びモリアオガエルの６種です。 

表 6  両生類 

目名 科名 種名 環境省 RL 京都府 RED 

サンショウウオ 
サンショウウオ カスミサンショウウオ  絶滅危惧Ⅱ類(VU) 絶滅寸前種 

イモリ アカハライモリ 準絶滅危惧種(NT) 要注目種 

カエル 

アマガエル ニホンアマガエル   

アカガエル 

ニホンアカガエル  要注目種 

トノサマガエル 準絶滅危惧種(NT) 要注目種 

ヌマガエル  要注目種 

ウシガエル  要注目種－外来種  

アオガエル 
シュレーゲルアオガエル   要注目種 

モリアオガエル  要注目種 

合 計 ５ ９   

 

カスミサンショウウオ             シュレーゲルアオガエル 

 

 

 

RLはレッドリスト、REDはレッドデータブック 

VU は絶滅危惧Ⅱ類、NT は準絶滅危惧 
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イ）鳥類 

計画区域では、ＵＲ都市機構の調査で、オオタカの生息が確認されていましたので、平

成 23 年冬と平成 24 年夏にオオタカの営巣やハンティング及びディスプレイ等の生息状

況を調査しました。その際には、他の猛禽類も生息状況を調査しました。 

 調査結果は、猛禽類として環境省のレッドリストに記載されている 6 種、京都府のレ 

ッドデータブックに記載されている 7 種を含め、合計 8 種（表７）確認されました。鳥 

類としては 14 目 34 科 71 種で、貴重種はサンショウクイ、アオバト、ジュウイチ、ク  

サシギ、フクロウ及びサンコチュウ等、京都府のレッドデータブックに記載されている

20 種、環境省のレッドリストに記載されている 7 種でした。  

 

 

目名 科名 種名 環境省 RL 京都府 RED 
奈良県での 

渡り区分 

タカ タカ 

ミサゴ 準絶滅危惧種(NT) 絶滅危惧種 漂鳥 

ハチクマ 準絶滅危惧種(NT) 絶滅危惧種 夏鳥 

トビ   留鳥 

オオタカ 準絶滅危惧種(NT) 絶滅危惧種 留鳥 

ハイタカ 準絶滅危惧種(NT) 準絶滅危惧種 冬鳥 

ノスリ  準絶滅危惧種 冬(一部留鳥) 

サシバ 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 絶滅危惧種 夏鳥 

ハヤブサ  ハヤブサ ハヤブサ 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 絶滅危惧種 留鳥 

 ２ ８    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7  猛禽類 

オオタカ 

RLはレッドリスト、REDはレッドデータブック 

VU は絶滅危惧Ⅱ類、NT は準絶滅危惧 
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ウ）昆虫 

 計画区域では、セミ類５種（クマゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、ヒ

グラシ）、クワガタムシ５種（コクワガタ、スジクワガタ、ヒラタクワガタ、ミヤマクワ

ガタ、ノコギリクワガタ）、コガネムシ類４種（アカマダラコガネ、カブトムシ、コガネ

ムシ、カナブン）、ホタル３種（オバボタル、ゲンジボタル、ヘイケボタル）が確認され

ました。環境省のレッドリストに、情報不足とされているアカマダラコガネがハチクマの

巣跡で確認されています。 

 また、ゲンジボタルとヘイケボタルは、京都府のレッドデータブックで要注目種に記載

されています。 

 

 

 

 ◆トンボ類  

計画区域では、トンボ類が 10 科 38 種確認されました。貴重種は、環境省のレッドリ

ストで準絶滅危惧種に、京都府のレッドデータブックでも準絶滅危惧種として記載されて

いるキイロサナエ、京都府のレッドデータブックで準絶滅危惧種として記載されているム

カシヤンマやオツネントンボの合計 3 種でした。 

 

 ムカシヤンマ 

ノコギリクワガタ ミヤマクワガタ コクワガタ 
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◆チョウ類  

計画区域では、チョウ類が 5 科 47 種確認されました。

貴重種は、京都府のレッドデータブックで準絶滅危惧種に

記載されているオオヒカゲでした。オオヒカゲは、地区内

で数回確認されており、比較的個体数は多いものと考えら

れます。 

 

④菌類 

 計画区域では、キノコ類などの菌類も生育しています。菌類は、分解に寄与する等、生

態系にはなくてはならない存在です。 

 全国的にアカマツ林が著しく減少しており、アカマツ林を生活の場としているマツタケ

は、環境省のレッドリスト及び京都府のレッドデータブックに準絶滅危惧種として記載さ

れています。計画区域においても、アカマツ林が減少しており、アカマツ林の復元は植物

の多様性の保護だけでなく、アカマツ林で生活する菌類等の多様性も保全することに繋が

ります。 

 

⑤自然環境の特色 

 クヌギ、コナラ等の樹林、果樹園、水田、畑、湿地、渓流及び水路等が複雑に入り組ん

だ環境を形成していることから、鳥類、両生類、トンボ類及びチョウ類等の種類が多いと

考えられます。特に、食物連鎖の頂点に位置するオオタカやサシバ等の猛禽類が 8 種も  

確認されたことは、計画区域に多様生態系が形成されていることの証と言えます。 

 また、大阪層群や風化花崗岩に特徴的な湧水性湿地には、貴重種であるカスミサンショ

ウウオや多種のカエルが生息しています。しかし、水路や湿地の手入れ不足から、カスミ

サンショウウオの生息環境が悪化しており、改善する必要があります。 

 

⑥里地里山管理の歴史 

 木津町史では、江戸時代、鹿背山地区とその南部の山々は「惣山」と呼ばれ、緑が生い

茂る地域でした。当時、その山々は住民の立ち入りが禁止された「留山」であったことか

ら、土砂流出等の災害をもたらしていました。そのため、安全・安心な生活を確保するこ

とを目的として、麓に住む住民が主体的に下草刈等をおこない、良好な里地里山・森林の

維持管理を行っていました。  

オオヒカゲ 

第２章 計画区域の設定と概要 
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２-２ 歴史文化・地場産業 

①歴史文化 

計画区域の山頂には、室町・戦国期の山城跡である鹿背山城跡（図９・10）がありま

す。東西約 350m、南北約 300m と近畿有数の規模を誇り、南山城では最大級です。興

福寺や大和一国を支配していた松永久秀が使用したともいわれ、南山城・大和北地域の歴

史・文化を考えるうえで極めて重要な遺跡と考えられています。このことから、市内外の

ボランティアの人々によって、城郭の保全や散策道等の整備が進められており、全国から

多くの方が訪問されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：木津町史 本文篇／平成 3年 

図 9  鹿背山城跡全体図 

西念寺 

図 10  鹿背山城鳥瞰図 
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②地場産業 

ア）鹿背山柿  

鹿背山地区で生産される富有柿は、地区の特産品とし、鹿背山柿と命名されています。

ｆ柿生産者が柿の栽培に取り組んでいますが、後継者不足等が課題となっていることか

ら、市内外からの会員による「鹿背山の柿を育てるネットワーク」を組織し、地場産業と

しての高品質で安心・安全な柿作りに取り組まれている団体もあります。 

 

 

イ）鹿背山焼 

 鹿背山地区では、質的にも優れ、豊富な種類の陶土が産出したことから、瓦や陶磁器等

の鹿背山焼の生産が、江戸時代から行われていました。 

 また、文献では、この地区の陶土が、明治時代初期に伏見人形や京焼の原料として、大

量に供給されていたことが記述されています。 

（参考文献 深町加津枝他著『大都市近郊に位置する京都府木津川市鹿背山地区における 1880年代以

降の里山景観の変遷』（2010年）、印南敏秀著『南山城の瓦づくり』（1986年）、春田明著『一條家

領鹿背山焼き 附・近世銅板染付史』（1993年））  
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鹿背山富有柿 柿の出荷風景 

四君子文水注 

しくんしもんみずさし 

吹墨手桜紅葉鉢 

ふきずみてさくらもみじばち 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 第３章 計画の目標   
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１  計画の目的  

地域社会に暮らす人々の生業の場である里地里山では、多様な生物が生息しています。

この計画区域でも、前述のとおり多様な動植物が生育しており、人間も含めて、全ての生

物が生活しやすい良好な環境であると言えます。 

 一方、人間が関与して形成された里地里山等の環境は、安心・安全な暮らしにも深く関

わっており、適切に管理しないと土砂災害をもたらすことや、竹林が侵食する等、人々の

生活を脅かしかねないことが判明してきました。 

 これらのことから、計画区域の里地里山を守り、次世代の人々にも多様な生物と共に暮

らす楽しさを伝えるため、次の５つを目的として、本計画を策定しました。  

 

 

・豊かな自然や生態系の保全 

・貴重な動植物の保護 

・里地里山景観の維持再生 

・地域の歴史文化の保全 

・生物多様性の価値や楽しさを実感し、伝承する仕組みの構築  

 

２  計画の位置付け  

本計画は、生物多様性地域連携促進法に基づく法定計画に位置付けられています。ま 

た、本計画の推進に際しては、市と活動者等の多様な主体が協働して、計画を実行するこ

とが求められています。 

 

 

 

 

 

目 的 

第３章 計画の目標 
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３  計画策定にあたって  

本計画の長期目標は、人が自然に関わりながら 10 年後、20 年後に形成する望ましい 

姿としています。また、短期目標は、長期目標の実現に向けた 5 年後の活動達成目標と  

定めています。 

  

   

 

 

４  計画期間  

 本計画の計画期間は、平成 26 年度から平成 35 年度までの 10 年間とします。 

 また、円滑に保全活動を推進するため、定期的に評価・検証をおこなうとともに、概ね

５年後に中間見直しをおこなうこととします。 

 なお、社会経済情勢の急激な環境変化があった場合等、必要に応じ、柔軟に見直しをお

こないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画目標設定のためのワークショップ（於：木津川市役所 会議室） 

 

第３章 計画の目標 
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５  計画目標  

５-１ 将来像 

本計画における目指すべき将来像をイメージ図（図 11）にて示します。このイメージ

図のベースとなったキーワードは、地域住民や活動団体等によるワークショップから抽出

されたものです。 

 

 

 

・オオタカが飛び餌を待っているヒナ   ・谷を行き交うオニヤンマ 

・カスミサンショウウオが生息する湿地  ・サワオグルマが咲く湿地 

・マツタケが豊作の松林         ・里地里山で活動する人  

・ツツジやヤマザクラが咲く里地里山   ・水辺でカエルがゲロゲロと鳴いている 

・カブトムシやクワガタムシを探す子ども ・田圃でのひと仕事 

・たわわに実る鹿背山の柿を頬張る子ども ・城跡で木津川を見ながらお花見 

・夜のホタル見物 等 

計画の将来像（イメージ図） 

【将来像のベースとなったキーワード】 

【市川悠佳 画】 

図 11  計画の将来像（イメージ図） 

第３章 計画の目標 
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５-２ 長期・短期の目標 

 目標の設定は、地域住民や活動団体等がワークショップを開催し、各団体における活動

の長期・短期の活動目標を確認し、その活動目標を参考に、計画区域の長期・短期の目標

を定めました。 

①長期の目標（平成 26-45 年） 

将来像を実現していくための長期の目標は、次のとおりとします。 

 

農と里地里山の植生に景観的彩りを加え 

多様な生き物が住む歴史ある憧れの里づくり  

 

 

②短期の目標（平成 26-31 年） 

将来像を実現していくための短期の目標は、次のとおりとします。 

地域文化やコミュニティの良さを子どもや若者に伝え 

持続可能な組織づくり・プログラムづくりによって 

           活動拠点・道・水辺を整備する 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 計画の目標 
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５-３ 保全に向けた基盤等整備イメージ 

 計画区域を、将来像に示すような里山に再生するためには、保全活動をおこなうための

基盤等整備が必要です。この基盤整備について、イメージ図（図 12）にて示します。 

 

 

保全に向けた基盤等整備イメージ図 

図 12  基盤等整備イメージ図 

第３章 計画の目標 
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６  計画の達成に向けて  

市及び活動団体が、計画の達成に向けて、次の活動を継続しておこないます。 

  

①共同活動 

計画区域では、生業としての営みがおこなわれていた頃、

約束事を決めて山を利用していたように、現在も水路や道等

は、地域の住民の共同作業で管理しています。地域の住民が

共同で担っているような作業を、共同活動として担います。 

市が担うこと：活動拠点通路及び水路の基盤整備 等 

活動団体に期待すること：通路及び水路の管理 等 

 

②日常活動 

計画区域では、地域住民が日常的に生業として自然とかか

わっていた役割を、日常活動として担います。 

市が担うこと：主伐・間伐、伐採木竹の有効利用の検討 等 

活動団体に期待すること：里山再生（放置竹林抑制、 

地域種の植栽等）等  

 

③協力を求める活動 

計画区域では、多くの方により里地里山保全活動に参加し

ていただくため、活動の必要性を理解いただき、協力を求め

るための取組みを進めます。 

市が担うこと：SATOYAMA フォーラム等の里山イベント 

及び広報活動 等 

活動団体に期待すること：里地里山保全活動体験・講習会 

城跡見学会の開催 等  

 

第３章 計画の目標 
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④恵みを得る活動  

計画区域では、生物多様性保全活動を進めることによって

生まれる里山の恵みを大切にします。 

市が担うこと：里山の恵みのＰＲ 等 

活動団体に期待すること：子どもたちの環境学習の場を提供 

里山の恵みの収穫 等 

第３章 計画の目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４章 活動の内容   
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１  計画区域における活動目標の設定  

計画区域は、前述のとおり土地利用計画に定める里山の維持再生ゾーンであり、このゾ

ーンを４つのフィールドに区分（図 13）しています。前述した保全活動を４つのそれぞ

れのフィールドにおいて活動目標を定め、それに基づく生物多様性保全活動を進めていき

ます。 

 

 

図 13  学研木津北地区のゾーンとフィールド設定 

環境調和型研究開発ゾーン 

里山の維持再生ゾーン 

計画区域 

里山再生・ 

活用フィールド 

歴史・文化・観光 

フィールド 

自然環境 

保全フィールド 

田園保全・活用 

フィールド 

第４章 活動の内容 
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①共同活動 

対象区域  ：全てのフィールド（里山の維持再生ゾーン） 

目  標  ：里地里山のにぎわいの再生 

取 組 み  ：昔の道を復元して活動団体の交流創出 等 

具体的な活動：管理用通路及び水路等の基盤整備及び管理 

②日常活動 

対象区域  ：主に里山再生・活用フィールド  

目  標  ：里地里山における景観や環境の保全と魅力の向上 

取 組 み  ：多様な主体の参画による森林景観の向上や生物多様性の維持 等 

       （里地里山の維持・再生活動の展開） 

具体的な活動：・畦畔や水路の維持  

       ・竹林の健全化と拡大抑制、里地里山の魅力の向上 

       ・竹の有効活用、修景用の苗木、苗育成 

対象区域  ：自然環境保全フィールド  

目  標  ：アカマツ林の再生や樹木の健全化による猛禽類の生息保全 

取 組 み  ：オオタカ、サシバ、ハヤブサ等の猛禽類が飛び交う里地里山を目指した  

       保全活動 等（松林の維持・再生活動の展開） 

具体的な活動：・オオタカ等の猛禽類が営巣できるように大径高木の保全 

       ・里地里山で生物と人が共生できる空間づくり 

対象区域  ：歴史・文化・観光フィールド  

目  標  ：鹿背山城跡の快適性の向上と情報発信 

取 組 み  ：鹿背山の歴史文化に対する誇りを醸成させるための活動 等 

       （城跡を拠点とした活動の展開） 

具体的な活動：・山城の快適性の向上や眺望の確保  

       ・遺構の保全や情報発信 

対象区域  ：田園保全・活用フィールド  

目  標  ：農耕地や農的景観の維持 

取 組 み  ：農とふれあう市民と連携し、生産・振興するための活動 等 

       （農的利用の維持活動の展開） 

具体的な活動：・都市住民との交流による鹿背山柿の栽培  

       ・後継者の育成 
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③協力を求める活動 

対象区域  ：全てのフィールド（里山の維持再生ゾーン） 

目  標  ：持続可能な活動に向けた多くの市民参加 

取 組 み  ：里地里山保全活動のＰＲ 等 

具体的な活動：・里地里山保全活動体験・講習会の開催 

       ・城跡見学会の開催 

④恵みを得る活動 

対象区域  ：全てのフィールド（里山の維持再生ゾーン） 

目  標  ：里地里山の恵みを享受 

取 組 み  ：里山の恵みのＰＲ 等  

具体的な活動：・里地里山遊び体験会の開催 

       ・自然体験教室の開催 
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２  活動団体による積極的な取組み  

現在のところ、図 14 に示すとおり次の７つの活動団体が、各フィールドで活動を展開

しています。 

  

番号 団 体 名 

① 鹿背山倶楽部 

② 
NPO法人 京都発・竹・ 

流域環境ネット 

③ 木津の文化財と緑を守る会 

④ 
鹿背山の柿を育てる 

ネットワーク 

⑤ 鹿背山元気プロジェクト 

⑥ 
木津川市こどもエコクラブ 

サポーターの会 

⑦ キノコもクラブ 

 

 

①鹿背山倶楽部  

荒廃した里山林の再生修復を目指して、環境問題や生物多様性

に寄与できる活動に取り組んでいます。  

 活動内容：古代米や季節野菜等の栽培、竹林整備等 

 

②NPO法人 京都発・竹・流域環境ネット 

拡大する放置竹林問題の解消に向け、研究機関や地域の学校・

団体と連携を深め、伐採竹の有効利用の促進を図ることにより、

里山機能が十分に発揮されるよう、継続した活動を目指していま

す。  

 活動内容：竹林整備、里山景観の維持管理等 

 

図 14  活動団体の活動場所 ⑥は他の活動団体と連携して活動しています。 

里山再生・活用フィールド 

歴史・文化・観光 

フィールド 

自然環境 

保全フィールド 

田園保全・活用 

フィールド 

１ 
２ 

７ 

３ 

４ 

５ 
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③木津の文化財と緑を守る会  

木津の文化財を守るため、専門の先生方に教示いただきながら、

独自で学習した歴史などに関する知識を文化財保存のために活かそ

うと取り組んでいます。 

 活動内容：鹿背山城までのルート案内板や防御施設案内版の    

      設置、散策道の整備等 

 

④鹿背山の柿を育てるネットワーク  

特産品である鹿背山柿を多くの方との協働により特産品である

鹿背山柿を生産するとともに、後継者育成に取り組んでいます。  

 活動内容：柿づくりの紹介と見学会の開催、鹿背山柿の魅力 

      発信等 

 

⑤鹿背山元気プロジェクト  

 鹿背山の里地里山に人を呼び込むため、さまざまな魅力づくり

に取り組んでいます。  

 活動内容：マツ林、柿畑及びブルーベリー畑の再生、キャン 

      プや環境学習プログラムの開催等 

 

⑥木津川市こどもエコクラブサポーターの会  

子どもたちに環境学習の場を提供するため、自然観察会の開催

や、みどりのカーテン普及活動をサポートしています。 

 活動内容：自然観察会、エコ工作教室の開催等 

 

⑦キノコもクラブ 

 キノコづくり等を通じて、生物多様性の確保やＳＡＴＯＹＡＭＡ

の機能が発揮されるような再生・維持活動に取り組んでいます。 

 活動内容：キノコ栽培、竹林整備、アカマツ林の管理等 

 

 

 

第４章 活動の内容 
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３  生物への配慮事項  

生物多様性活動は、図 15 に示すように生物に対して配慮しながら活動する必要があり

ます。今後、生物への配慮事項は専門家の指導を得て、さらなる充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 生物に配慮する場所とその活動 

第４章 活動の内容 

里地里山保全活動 

竹林の保全活用活動 

猛禽類の活動 

鹿背山城跡の整備 

と情報発信活動 

鹿背山柿の振興 

育成活動 

人と生物の移動 

ルート 
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(1)人や生物の移動ルート整備 

市道の整備により、人や生物の移動が確保できるとともに、道の周辺に、猛禽類の飛翔

空間を確保できます。（図 16） 

・猛禽類の飛翔ルートの確保 

谷谷の幅を一定程度確保することによって、谷筋における猛禽類の飛翔ルートを確保で

きます。（図 17） 

谷尾根の歩道を整備する際、一定の幅を確保することにより、尾根筋における猛禽類の

飛翔ルートを確保できます。（図 18） 

 

 

 

 

 

図 16 旧歩道の飛翔ルート 

図 17 谷筋の飛翔ルート 図 18 尾根筋の飛翔ルート 

里地里山保全活動における生物への配慮事項の例 

第４章 活動の内容 
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(2)猛禽類の保全活動 

 里山生態系のシンボルである猛禽類と人とが共生できる空間づくりを目指して、楽しみ

ながら活動します。 

・営巣木の視認確保 

谷猛禽類（オオタカ）の営巣木は谷頭（０次谷）の中腹斜面の大木が選ばれることが多

いので、飛翔空間及び視認性を確保するため、一定の幅で、樹木を伐採整理することが

必要です。（図 19） 

・アカマツ林の健全化 

谷計画区域では、猛禽類の営巣木にアカマツが選ばれていることが多いので、アカマツ

林をできるだけ健全に維持することが必要です。また、アカマツ林を林床管理すること

により、マツタケが生育できるような環境づくりができます。 

 

 

・里山植生回復 

谷里山の植生が遷移しアラカシなどの常緑樹が優

占する樹林が拡大しています。常緑樹の優占によ

って、里山の落葉性の低木が衰退しているので、

部分的に空隙を形成する必要があります。この空

隙の光によって、コバノミツバツツジなどの花の

咲く低木が生育し、チョウなどの昆虫が舞うよう

になります。（図 20） 

 

 

図 19 谷頭の営巣木候補 

【飛翔空間、視認性確保】 

図 20 樹林内にギャップを形成 

【日だまりは野生の生物だけでなく、 

 人も楽しむ空間(直径 15～20m) 】 

第４章 活動の内容 
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(3)里地環境保全活動 

計画区域内の農地を活用し、カエル類やカスミサンショウウオなどの両生類が生息でき

る農的環境を保全し、誰もが農的体験をおこない、身近な生物と交流できる場所を整備す

る必要があります。 

・野原の生物環境保全 

谷ゲンノショウコなどの里の植物が生育し、モンシロチョウなど里の生物が生息する環

境を維持するために、畑作を維持します。 

・湿地の生物環境保全 

谷カエルやカスミサンショウウオ等の両生類及びトンボ類などが生息する水田の環境を

維持するために、稲作を維持します。水の確保が困難な上流部においては、サワオグル

マやカスミサンショウウオなどの生息に必要な水の確保及び湿地性生物の環境を保全す

るため、ため池や湿地を保全整備することが必要です。（図 21・22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 湿地の整備 

【流水の洗堀による渓流河床の低下を防止し湿地

の乾燥化を防ぐ】 

図 21 ため池の整備 

【浅いため池では時々泥上げが必要】 

【挿絵】鹿背山元気プロジェクト 中村 伸之氏 

第４章 活動の内容 
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(4)竹林の保全活用活動 

竹林を活用しながら環境保全を進めます。 

・竹林生物の環境保全 

谷コクランなどの植物が生育できるような明るい竹林環境維持します。筍の生産や竹材

の有効活用が図られるように工夫します。 

・里山景観再生 

谷広葉樹林や草原等に侵入した竹林を整備し、計画区域の地域種等が咲く里山景観を再

生します。 

 

(5)鹿背山柿の振興育成活動 

 鹿背山の特産品である富有柿を地元の農家と多くの方が協働しながら育成し、環境保全

と地域振興を両立します。 

・柿畑の維持管理 

谷柿畑は、オオタカの餌になる野鳥が群れる等、里山の生物多様性の持続に重要な場所

であることから、維持管理に努めます。 

・樹園地景観形成 

谷棚状の柿畑は、鹿背山地区景観を特色づけている。樹園地の周辺にヤマザクラなどを

植栽し、快適で美しい里山景観を形成します。 

 

(6)鹿背山の歴史文化の情報発信活動 

鹿背山城跡は、鹿背山地区の歴史文化のシンボルです。歴史文化を発信できるように鹿

背山城跡の整備を進めます。 

・山城の遺跡調査啓発 

鹿背山城址を専門的な見地から調査し、歴史文化の魅力を発信します。 

・周辺環境整備 

あ山城の魅力を地域住民の誰もがともに楽しめるように、視点場を確保するなど、周辺

を整備します。              
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(7)環境教育フィールドとしての活用 

 計画区域の里地里山環境を活用し、環境教育を進めます。 

・生態系の時間的変化 

谷里地里山の生態系が変化していることを確認できる場所とするため、観測・体験ポイ

ントを設定し、環境教育を兼ね、親子で調査・記録します。 

谷観察・体験ポイントは、竹林、アカマツ・コナラ林、耕作放棄地及び湿地の中から人

間の影響をできるだけ与えない場所と、活動によって管理（里山耕作や竹林整備、柿畑

を含む）している場所を選定し、生態系の変化を比較できるようにします。 

・特定活動による植生変化 

谷特定の活動によって植生が劇的に変化することを植生調査などで確認します。 

 例えば、樹林（竹林を含む）のギャップ形成前後、竹林の皆伐、竹林やスギ・ヒノキ

林の間伐後における植生変化を記録し、次の世代に伝えます。 

・観察ガイドの養成 

谷オオタカと里山の関係、鹿背山地区の食物ピラミッド、鹿背山地区におけるカスミサ

ンショウウオの生息環境と生活環境、そして田圃とトノサマガエルの関係などを現地で

教育できるガイドを養成し、ガイドが多くの方に生態系を体感的に教育・説明します。          

第４章 活動の内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５章 計画の推進   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 39 - 

 

１  市の役割  

 本計画で定めた計画区域の里地里山の維持・再生を進めるためには、市内外の方々、鹿

背山地区、活動団体、事業者、大学、企業、研究機関及び行政といった多様な主体が協力

して進めることが必要です。 

 本市は、本計画の推進を図るため、一員として参画するだけでなく、積極的に次の取組

みを進めます。 

 １ 拠点施設の整備 

  計画区域には、活動団体による里地里山保全活動の拠点施設がないことから、活動を

推進するために必要な拠点等（会議スペース、駐車場及びトイレ）の整備を進めます。 

 ２ 基盤の整備 

  計画区域の里地里山保全活動を進めるため、必要となる管理用通路及び水路等の基盤

の段階的な整備を進めます。 

 ３ 市民緑地・生産緑地制度の活用 

  土地の所有状況は、市有地と民有地がモザイク状であることから、これらの制度を活

用し、活動フィールドの一体的な利用促進を進めます。 

 ４ 都市部との交流に向けた取組み 

  里地里山保全活動の重要性を、都市部に住む人々に広くＰＲ・啓発するためのイベン

ト等の取組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 計画の推進 

第２回ＳＡＴＯＹＡＭＡ市民フォーラム開催の様子（於：ガーデンモール木津川） 
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５ クリーンセンターとの連携 

  里地里山保全活動において生じる未利用間伐材等は、再生可能エネルギー源として、

利活用する必要があります。クリーンセンター（下図：平成 28 年度中の稼働予定）

は、計画区域に隣接する環境調和型研究開発ゾーンに立地予定であり、未利用間伐材等

の搬入に適していることなどから、この取組みについて連携を進めるとともに、その他

の木質バイオマスの有効利用等（木質バイオマスペレットや薪ストーブ用の燃料として

利用等）について検討します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23  クリーンセンターの整備イメージ（案） 

※クリーンセンター施設建物については配置を含め、変更する場合があります。 

第５章 計画の推進 
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２  木津川市地域連携保全活動応援団  

これまで、里地里山は地域住民等の集落コミュニティによって、里地里山の保全、共同

活動の取組み等がおこなわれてきました。この集落コミュニティの役割を多様な主体が分

担して担うためには、地域のニーズや資源を把握し、鹿背山地区、活動団体、企業及び関

係機関等との調整が必要です。 

 そのため、図 24 に示すとおりコーディネーター機能を持つ組織である「木津川市地域

連携保全活動応援団」が、本計画の推進を図ることとします。 

 （【参考資料４】木津川市地域連携保全活動応援団規約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24  木津川市地域連携保全活動応援団 

第５章 計画の推進 
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3 計画の進行管理  

3-1 活動団体による進行管理 

活動団体は、里地里山保全活動の状況や成果等を検証することにより、次年度以降の活

動に役立てるために、それぞれの活動指標と成果指標、及び具体的な数値目標を設定し、

年度ごとに自己評価をおこない、計画（Plan）、実行（Do）、点検評価（Check）、見

直し（Action）のＰＤＣＡサイクルに基づき、団体独自で進行管理をおこないます。 

 

【具体的な数値目標例】 

・カスミサンショウウオの卵塊数 

  カスミサンショウウオの産卵数は年による変動数が大きいので、カスミサンショウウ 

 オの産卵湿地を特定し、5 年間程度モニタリング調査を実施し、平均値を解析し目標数 

 値とします。 

・竹の活用と竹林 

  竹を活用しながら竹林を整備することを基本とし、平成 26 年度を竹の活用実績数値 

 基準年とします。平成 27 年度以降は基準年の活用実績以上を目標数値とします。 

・猛禽類営巣数 

あオオタカ等の猛禽類の営巣木は、活動地に近接していることから、営巣状況調査によ

って、猛禽類の営巣に影響を配慮する必要があります。営巣の確認は、専門家等に依頼

することとし、オオタカ、サシバ、ハチクマについて１か所以上の営巣を目標とします。 
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3-2 応援団による進行管理 

木津川市地域連携保全活動応援団は、図 25 に示すとおり計画全体の進行管理をおこな

います。この応援団において取りまとめた情報を分析することにより、計画区域の全体的

な進捗状況や課題・問題点等の把握に努めます。また、活動団体の里地里山保全活動が円

滑に進むように協力及び支援をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25  計画の進行管理 

第５章 計画の推進 
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4 関係部局や関係機関との連携・協力  

生物多様性に係る施策は、国、京都府、木津川市、事業者、ＮＰＯ、市民等の様々な主

体が個別に取組みを進めるだけでなく、これらの主体が連携、協働することが大切です。 

 このことから、本市と木津川市地域連携保全活動応援団は、国・府をはじめとする関係

機関と連携し、さらには協力を求めながら本計画を進めていきます。 

 

5 ＣＳＲ活動  

近年、企業の社会的責任（Ｃorporate Ｓocial Ｒesponsibility 略称：ＣＳＲ）活動 

が、積極的に取り組まれています。 

 計画区域の継続的な里山の維持再生を進めるためには、多くの方々の理解と協力が必要

です。本市は、本計画を推進するために、ＣＳＲ活動として参加いただけるような取組み

を進めます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

積水化学グループによるＣＳＲ活動 

第５章 計画の推進 
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【参考資料１】 

木津川市地域連携保全活動協議会条例 

木津川市地域連携保全活動協議会条例 

平成 25年３月 29日条例第２号 

（設置） 

第１条 木津川市学研木津北・東地区土地利用計画に定める里山の維持再生ゾーン（以 

 下「里山の維持再生ゾーン」という。）における生物の多様性を地域における多様 

 な主体が有機的に連携して行うことを促進するため、地域における多様な主体の連 

 携による生物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律（平成 22年法律第 

 72号。以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づき、木津川市地域連携保全 

 活動協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

 (１)法第４条に規定する地域連携保全活動の促進に関する計画（以下「地域連携保 

  全活動計画」という。）の作成に関する事項 

 (２)地域連携保全活動計画の実施に係る連絡調整に関する事項 

 (３)その他、里山の維持再生ゾーンの生物多様性の保全に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 協議会は、委員 20人以内をもって組織する。 

２ 協議会の委員（以下「委員」という。）は、次の各号に掲げる者のうちから市長が 

 任命又は委嘱する。 

 (１) 市職員 

 (２) 里山の維持再生ゾーンにおいて生物多様性の保全を行い、又は行うと見込ま 

  れる特定非営利活動法人等 

 (３) 法第 13条に規定する地域連携保全活動支援センターとしての機能を担う者、 

  関係住民、学識経験者、関係行政機関その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、任命又は委嘱した日から３年とする。 

２ 委員が欠けた場合は、補欠の委員を任命又は委嘱することができる。この場合に 

 おいて、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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３ 前２項の規定にかかわらず、市長は、特別の理由が生じた場合は、委員を解任又 

 はその委嘱を解くことができる。 

４ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長１人を置き、それぞれ委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、そ 

 の職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長は当該会議の 

 議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議において議決すべき案件があるときは、出席した委員の過半数をもって決し、 

 可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 委員に事故があるときは、当該委員があらかじめ指名する者が当該委員に代わっ 

 て会議に出席し、議事に参与し、議決に加わることができる。 

５ 会長は、必要があると認めるときは、関係人その他の委員以外の者に対し、会議 

 への出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることが 

 できる。 

（専門部会） 

第７条 協議会は、第２条各号に掲げる事項について専門的な調査及び検討を行うた 

 め、必要に応じて専門部会を設置することができる。 

２ 専門部会の組織、運営その他必要な事項は、市長が別に定める。 

（事務局） 

第８条 協議会の庶務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、地域連携保全活動計画担当課に置く。 

３ 事務局に事務局長、事務局次長及び事務局員を置き、市長が定めた者をもって充 

 てる。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、市長が別 
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 に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成 25年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日において、この条例に規定する機関の委員に相当する 

 委員として市長に任命又は委嘱されているものは、この条例の相当規定により任命 

 又は委嘱されたものとみなし、その任期は通算する。 
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【参考資料２】 

木津川市地域連携保全活動協議会委員名簿     （敬称略） 

該当条項 所  属 ・ 役  職 氏  名 

第２号委員 

鹿背山倶楽部 会長 長尾 輝治 

鹿背山元気プロジェクト 会長 田邊 英夫 

鹿背山の柿を育てるネットワーク 会長 松岡 幸男 

木津の文化財と緑を守る会 会長 岩井 照芳 

特定非営利活動法人 
京都発・竹・流域環境ネット 理事長 

吉田 博次 

こどもエコクラブサポーターの会 代表 
田中 智子（第１回～第４回） 

立花 志保（第５回～第７回） 

第３号委員 

鹿背山区 区長 
中嶋 一雄（第１回） 

矢田本 房和（第２回～第４回） 

京都学園大学 教授 

（京都大学名誉教授） 

（会 長） 

森本 幸裕 

京都大学大学院 准教授 
（副会長） 

深町 加津枝 

京都造形芸術大学 講師 吉村 文彦 

京都府山城広域振興局 
企画振興室 室長 

辻村 徳夫（第１回～第４回） 

湯瀬 敏之（第５回～第７回） 

公益社団法人 国土緑化推進機構 
政策企画部 

木俣 知大（第１回～第６回） 

青木 正篤（第７回） 

積水化学工業株式会社 
ＣＳＲ部 環境経営グループ  
担当課長 

武田 学 

独立行政法人 都市再生機構 
関西文化学術研究都市事業本部 
事業部事業調整チーム チームリーダー 

佐水 哲也（第１回） 

平塚 正純（第２回～第７回） 

第１号委員 木津川市 市長公室 公室長 
鈴木 宏治（第１回） 

尾﨑 直利（第２回～第７回） 

   

オブザーバー 近畿地方環境事務所 野生生物課 
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【参考資料３】 

策定経過 

○木津川市地域連携保全活動協議会・活動団体ワークショップ協議事項 

会  議 開催日時 主な議題 

第１回協議会 平成 24年 2月 25日 

・会長による基調講演 

・計画区域概況確認 

・生物多様性地域連携保全活動計画策定  

までのスケジュール確認 

第１回 

ワークショップ 
平成 24年 6月 30日 ・里地里山保全活動における課題等確認 

第２回協議会 平成 24年 7月 21日 

・平成 23年度動植物現地調査報告 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動  

計画記載内容協議 

第２回 

ワークショップ 
平成 24年 12月 1日 

・ＷＳ講師(総合地球環境学研究所 助教 

熊澤氏)による基調講演 

・里地里山保全活動目標及び活動評価指

標協議 

第３回協議会 平成 24年 12月 20日 
・里地里山保全活動推進方策協議 

・関連する計画との調整確認 

第３回 

ワークショップ 
平成 25年 1月 26日 

・長期・短期目標設定に向けたキーワード

の抽出 

第４回協議会 平成 25年 2月 25日 

・平成 24年度動植物現地調査報告 

・里地里山保全活動目標、活動評価指標協  

 議(第 3回から継続協議) 

第４回 

ワークショップ 
平成 25年 6月 15日 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動 

計画の推進、進行管理組織協議 

・活動における目標(行動指針)の抽出 

第５回 

ワークショップ 
平成 25年 7月 9日 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動

計画の目的・目標(行動指針)、活動評価

指標整理 

第５回協議会 平成 25年 7月 23日 
・生物多様性木津川市地域連携保全活動 

計画（中間案）骨子案協議 
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会  議 開催日時 主な議題 

第６回 

ワークショップ 
平成 25年 9月 30日 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動

応援団の設立、活動規約等協議 

第６回協議会 平成 25年 11月 8日 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動

計画（中間案）取り纏め協議 

・パブリックコメント実施に向けた協議 

第７回協議会 平成 26年 2月 5日 

・パブリックコメントにおける提出意見

の取り扱い検討 

・生物多様性木津川市地域連携保全活動

計画取り纏め 

提 出 平成 26年 2月 10日 
生物多様性木津川市地域連携保全活動計

画 提出 
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【参考資料４】 

木津川市地域連携保全活動応援団規約 

木津川市地域連携保全活動応援団規約 

（名称） 

第１条 本会は、木津川市地域連携保全活動応援団と称します。 

（目的） 

第２条 都市的開発の中止が決定した学研木津北地区の里山維持再生ゾーン（以下、 

 「里山維持再生ゾーン」という。）において、里山活動等を通じて、会員相互の親睦 

 を図りながら、生物多様性の確保をはじめ、ＳＡＴＯＹＡＭＡの機能が十分に発揮 

 されるように再生・維持に取り組み、その魅力を広く発信することを目的とします。 

（会員） 

第３条 本会員は、里山維持再生ゾーンにおいて、里山活動等に貢献する者とします。 

（活動原則） 

第４条 会員は、次の原則により活動することとします。 

 （１） 無理なく、継続した活動 

 （２） ふれあいを尊重した、楽しい活動 

 （３） 個人を尊重した自主的な活動 

（事業内容） 

第５条 本会の目的を達成するため、次の活動を行います。 

 （１） 里山維持再生ゾーン内における活動団体との連絡調整 

 （２） 地元地域住民との連絡調整 

 （３） 新たな人材やボランティア等の人材確保・育成支援 

 （４） 里山教育・学習の支援 

 （５） 保全活動に関する情報の集約と発信 

 （６） 管理道路の下草刈りなどの簡易整備 

 （７） 動植物の生態・生育確認 

 （８） 企業等によるＣＳＲ活動支援 

（運営） 

第６条 本会に次の世話人を置きます。 
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 （１） 代表 

 （２） 副代表 

 （３） 事務局長 

 （４） 会計 

 （５） 幹事 

 （６） オブザーバー 

２ 会長は、本会を代表し、会務を総理します。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある場合はその職務を代理します。 

４ 事務局長は、会の事務を総理します。 

５ 会計は、本会の会計に関する事務をおこないます。 

６ 役員は、会員の里山活動について補佐するとともに、新たな会員の育成、及び育 

 成支援をおこないます。 

７ オブザーバーは、ＳＡＴＯＹＡＭＡの維持再生に向け、指導・助言をおこないま 

 す。 

 （総会） 

第７条 本会の意志決定機関として総会を置きます。 

２ 総会では、事業計画、世話人の罷免、会則の変更等をおこないます。 

３ 総会の開催は、原則として年１回開催します。 

 （会計） 

第８条 本会の会計は、寄附金、助成金及び交付金等で運営します。 

２ 臨時会費は、各事業を行う際に発生する経費に充当します。 

 （事務局） 

第９条 本会の事務局は、木津川市役所(学研木津北地区担当課.)内に置きます。 

附則 

１ この規約は、平成２５年７月１日から施行します。 
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